
富谷市複合図書館「ユートミヤ」５月１日オープン

新たな文化・交流拠点
「ユートミヤ」誕生　　

富谷市長　若生　裕俊
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　富谷市は、本年月日に市制施行周年を迎えます。
その記念すべき節目の年に、本市の新たなシンボルとなる
富谷市複合図書館「ユートミヤ」が５月１日に供用開始と
なり、皆さまにご利用いただける運びとなりました。本施
設の完成にあたり、皆さまをはじめ、市議会や関係機関、
工事関係者の皆さまに、心より感謝申し上げます。

　本施設は、図書館・児童屋内遊戯施設・スイーツステー
ションの三つの機能が融合した複合施設です。愛称「ユー
トミヤ」は、ユートピア（理想郷）と富谷を掛け合わせた
名称で、市民からの公募により選定いたしました。施設整
備の構想がスタートしてから約年、多くの市民の皆さま
からご意見をいただきながら、開館に向けて取組を進めて
まいりました。
　昨年９月には、新たな施設とともに歩む市民の会「ユー
トミヤパートナーズ（愛称：ユーとミー）」が発足し、施
設運営のサポートや市民主催の企画など、それぞれのアイ
デアや経験を生かした環境づくりに取り組んでおります。
　今後も、ユートミヤを利用される皆さまに育てていただ
きながら、人がつながり、文化と創造を育み、生涯にわた
る学びと交流の拠点となるよう、幅広い世代の皆さまに親
しまれる施設運営に努めてまいります。

　設計者選定プロポーザルの基本方針に
は、「未来をつくる市民の、市民による、
市民のための知の広場」をつくると標榜さ
れていました。私たちは本気でこの新たな
感覚の魅力あるプログラムを「住みたくな
るまち日本一」を目指している富谷市民た
ちとともに実現したいと考え、提案に臨み
ました。図書館は、誰でも、誰とでも、無
料で気兼ねなく過ごせる居場所として、昨
今世界中で注目されています。一方で富谷
市では「市民図書館」に加え「スイーツス
テーション」「児童屋内遊戯施設」が市民
の悲願であり、その複合化が施設の条件で
した。そこで私たちは各担当課がそれぞれ
運営する、単なる合築の公共施設にならな
いよう、三つの機能を主従関係もなくシャ
ッフルし融合することを試みました。
　建築的には、ＲＣ造と鉄骨屋根で構成さ
れた大きな骨格を、高断熱の白いマントで
包み、太陽光パネルを設置することでＮｅ

ａｒｌｙ　ＺＥＢを達成しています。中央
吹抜と緩やかなスロープでつながれた館内
外には、さまざまな市民の居場所や情報発
信の場を随所に設えました。来館者にとっ
ては、どこでも図書館であり、どこでもス
イーツステーション、どこでも児童屋内遊
戯施設です。さらに隣接する既設の市民セ
ンターとブリッジでつなぎ合わせて四つの
機能の融合を図りました。設計中に行った
度重なる市民ワークショップでは、私たち
の提案を自分ごととして増幅する市民たち
の勢いと、それを受け入れる行政の寛容性
と覚悟を感じました。待ちきれない市民た
ちがこの建築を末永く愛し、融通無碍に使
い、この空間が人々に彩りを添える「知の
広場」となることを願っています。

ナスカ＋はりゅうウッドスタジオ
設計共同体

　代表　八木佐千子

■工　事　名：令和６年度富谷市民図書館等複合施設整備工事
■工　事　場　所：宮城県富谷市成田１の１の１
■設計・監理：ナスカ＋はりゅうウッドスタジオ設計共同体
■施　　　工：株式会社阿部和工務店
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：．㎡
■構　　　造：地上２階建、ＲＣ造＋Ｓ造
■工　　　期：年８月８日～年２月日
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